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１.はじめに
〈研究の目的〉

〇生ごみの有効活用

〇家庭にコンポストを普及させる



◎実験方法
　ダンボールコンポストで堆肥を作る

◎結果
　すべての堆肥で窒素、リン酸、カリウムの量がほとんど変わらなかった

なぜ、差が出なかったのか？

本研究の前に行った研究　
「生ごみの種類によって堆肥にどのような違いが出るのか」



米ぬかは栄養価がとても高い

高すぎるため、堆肥の成分を調べても、米ぬかの成分が大きく影響してしまう

結果にほとんど差が出ない

米ぬかが原因であることが判明！

生ごみの分解を促進する米ぬかを、
この研究で発酵促進剤として用いることはできない



米ぬかの他に、生ごみの分解を促進するものは
ないだろうか？

家にある身近なものを使って、早く簡単に
コンポストを作る方法は？



〈問い〉

身近なもので、

生ごみの分解を促進できるものはあるのか



　　　　発泡スチロール箱でコンポストをつくる

　　　　　　　　　　　　

　　

　　生ゴミ（バナナの皮）の形・大きさの変化を見る

２.方法



〈実験方法〉

○用意するもの

・バナナの皮　230ｇ✕５　　　　　　　　　　　・温度計

・腐葉土　　　500ｇ✕５　　　　　　　　　　　・発泡スチロール箱　　５箱　　　　　　　      

・ヨーグルト水　　　（ヨーグルト5ｇと水500mlで作る）

・米ぬか水　　　　　（米ぬか45ｇと水500ｍlで作る)

・納豆水　　　　　　（納豆45ｇと水500ｍlで作る）

・キャノーラ油　　　（10ml）

・水　　　　　　　　（50ml）



と

　米ぬか　　　　油　　　納豆　　　ヨーグルト　　　水



　　　　　　　　　バナナの皮

コンポスト内のようす

　腐葉土



５箱を
インキュベーターに
入れる



土を
かき混ぜる

  観察　   　　　　　　　　　温度測定

毎日



観察する

中身を
取り出して



3.仮説

油・・・１番早く分解できる

米ぬか、ヨーグルト、納豆
　　　　　　　　　　　　　　　　・・・分解の速さは同じくらい

水・・・１番遅い



４.結果
（米ぬか）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１週間経過　　　　　　　　　　　

２週間経過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

分解速度が
一番早い



（米ぬか）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均温度　34.5℃

　　４週間経過　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・分解が順調に進んだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・皮は完全に分解された　　　　　　　　　　

房の部分だけ
残ってる



（ヨーグルトと水）

　　　１週間経過　　　　　　　　　　　　　　　２週間経過　　

　　

土が乾燥
しにくい



（ヨーグルトと水）　　　　　　　　　　　　　　　平均温度　34.0℃

　　４週間経過

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・１週間経過後から２週間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

経過後の１週間で分解が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よく進んだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・皮がやわらかくなるのが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

はやい

房の部分だけ
残っている



（納豆と水）

　　　１週間経過　　　　　　　　　　　　　２週間経過　



（納豆と水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均温度　34.5℃

　　４週間経過　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・納豆の匂いは特に気にな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

らない

　　

房のみ残った



（水）

　　　１週間経過　　　　　　　　　　　　　２週間経過

　　

細かく、薄くはなっ
ているが数は減っ
ていない



（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均温度　34.4℃

　　４週間経過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・土が乾燥気味なことが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多かった　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・皮が細かくやわらかくは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

なったが、形が完全にな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くなるほど分解が進ん

だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わけではなかった　　

皮の形は残っている
が、細かくもろくなっ
ている



（油）　

　　　１週間経過　　　　　　　　　　　　　２週間経過
乾燥しやすい 薄くやわらかく

なっている



（油）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均温度　34.8℃

　　　４週間経過　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・皮の表面にツヤが見られ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・皮が柔らかくなるのがは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

やい　　　

分解は
されていない



〈問い〉

　　　身近なもので、生ごみの分解を促進できるものはあるのか

〈答え〉

納豆、ヨーグルトは生ゴミの分解を促進できる

５.考察



今後の課題

☆生ゴミの分解を促進できる菌を調べる

方法：土を熱殺菌して、生ゴミの分解を促進する菌を特定する

納豆菌？乳酸菌？
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